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○氏名      原 佑介（はら ゆうすけ） 
○学位の種類   博士（学術） 
○授与番号    甲 第 835 号 
○授与年月日   2012 年 3 月 31 日 
○学位授与の要件 本学学位規程第 18 条第 1項 
         学位規則第 4条第 1項 
○学位論文の題名 朝鮮植民者二世小林勝の脱植民地文学 
○審査委員    （主査）西 成彦（立命館大学大学院先端総合学術研究科教授） 










 論文の構成は、「序章：植民地帝国と故郷」、「第 1 章：植民者二世の戦後」、「第 2
章：原点としての朝鮮戦争――黎明期〔1950-1953〕」、「第 3 章：初期作品群の光芒――

















その後、「第 3 章」では「フォード・一九二七年」（1956）など、「第 4 章」では「無名の
旗手たち」（1962）など、「第 5 章」では「目なし頭」（1967）など、「第 6 章」では「朝鮮・
明治 52 年」（1971）などの作品がテキストにそって仔細に分析され、とくに「他者として
の朝鮮人像」の変化が時系列にそうものであることが論証される。 
























































以上より、本審査委員会は、本学位申請者に対し、本学学位規程第 18 条第 1項にもとづ
いて、「博士（学術 立命館大学）」の学位を授与することが適当と判断する。 
